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平成 21年９月期業績予想の修正、特別損失の計上 

ならびに期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 
 最近の業績の動向等を踏まえ，平成 21 年４月 30 日に公表した平成 21 年９月期（平成 20 年 10 月１
日～平成 21年９月 30日）の業績予想を下記のとおり修正するとともに、特別損失の計上および配当予
想の修正を実施しますので、あわせてその概要をお知らせいたします。 
 

記 
 

１ 平成 21年９月期通期の連結業績予想数値の修正 
 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 10,086    177 192 92 
円 銭 

3,443.55 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 9,300 112 110 6 236.40 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △786 △65 △82 △86 △3,207.15 

増 減 率            （％） △7.8% △36.7% △42.7% △93.5% △93.1% 

（ご参考） 
前期実績（平成 20 年９月期） 

10,216 482 486 273 10,105.76 

 
 
２ 平成 21年９月期通期の個別業績予想数値の修正 
 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 10,017 207 216 116 
円 銭 

4,344.27 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 9,247 108 117 14 537.06 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △770 △99 △99 △102 △3,807.21 

増 減 率            （％） △7.7% △47.8% △45.8% △87.9% △87.6% 

（ご参考） 
前期実績（平成 20 年９月期） 

10,114 466 471 262 9,715.76 

   

 

 



 

３ 修正の理由 

昨今の世界的景況感や雇用情勢の急激な悪化により、広告費の削減や採用を抑制する企業も発生する

なか、当社クライアントにおいては業種的に、通販を主とした小売業は概ね堅調に推移しましたが、人

材業および金融業では広告予算の見直しが相対的に多く見受けられました。このような事業環境にあっ

たため、とりわけリスティング広告販売における売上高が減少いたしました。 

 収益面では、一貫した SEM サービスの提供により相応の付加価値を維持したため、売上総利益率は概

ね前年同期と同じ水準で推移し、SEO、WEB コンサルティングの利益額については、ほぼ予想の範囲内

であったものの、リスティング広告販売の落ち込みによる利益額の低下をカバーするまでには至りませ

んでした。また、今後の収益貢献の見込みが低いサイトや非上場の有価証券を適正に評価したことによ

り、「４ 特別損失の発生について」記載のとおり、減損損失及び投資有価証券評価損を計上いたします。 

また、子会社である株式会社あいけあについては、主軸となっている介護・医療分野の人材紹介サー

ビスが、雇用情勢の悪化に加え、競合企業が増加したことが原因で振るわず、平成 21 年９月期末にお

いて債務超過となる見込みです。これにより、同社保有資産について減損損失を計上し、また個別では、

関係会社株式評価損及び同社に対する当社保有の債権については貸倒引当金を計上いたします。 

以上により、平成 21 年４月 30 日に公表いたしました平成 21 年９月期通期業績予想を下回る見込み

となったため、連結、個別ともに業績予想の修正を行います。 

 

４ 特別損失の発生について 

平成 21 年９月期末時点において、連結で投資有価証券評価損（25,460 千円）、のれん等減損損失

（29,541 千円）等、合計 58,151 千円を特別損失として計上いたします。また、個別では関係会社株式

評価損（14,999 千円）、のれん等減損損失（23,892 千円）、連結と同じ投資有価証券評価損（25,460 千

円）を含め、合計 67,502 千円を計上いたします。 

なお、これらの特別損失については、上記の連結および個別の業績予想数値の修正に織り込んでおり

ます。 

 

５ 平成 21年９月期の期末配当予想数値の修正 

当社は経営成績及び財政状態を勘案し、内部留保とのバランスを図りながら、配当政策を決定してお

ります。当社として株主への利益還元についても重要な課題と認識いたしておりますが、当期は上記業

績予想数値の修正に伴い、誠に遺憾ながら期末配当予想を修正させていただくこととしました。なお、

中間配当は実施いたしておりません。 

株主の皆様には深くお詫び申しあげますとともに、業績回復のための施策を実施し、今後の安定した

配当の実現に向けて努力を続けてまいります。 

 中間配当金 期末配当金 年間配当金 

前回発表予想（平成 20年 11月 14日） 

 
－ 1,000 円 00 銭 1,000 円 00 銭 

今回修正予想 

 
－ 500 円 00 銭 500 円 00 銭 

（ご参考） 

前期実績（平成 20 年９月期） 
－ 1,500 円 00 銭 1,500 円 00 銭 

 

注） 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、 

実際の業績は今後の様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

以上 


